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第６４７号





6月２４日（水）１４：00～１４:３０第１１回検数労連２０春闘交渉


２０春闘、全日検関係妥結を表明。


明日は２０夏季一時金、要求前進にむけ更なる団結を！


　　























　２０春闘とほぼ同時並行で進めている検数労連２０夏季一時金交渉ですが、明日は労組指定の『有額回答指定日』です。


　これまでの経過から、両協会ともに有額回答が提示されることが予想されます。また、


前回までの一時金交渉の経過を見ると、両協会ともに各支部の収支状況や、いまだ終息に向けての出口が見えていない新型コロナウイルスによる経済的な影響などを前面に押し出した回答をしてくることが予測されますが、組合とし
























































６月２４日（水）第１１回検数労連２０春闘交渉で、本日の１２時までに全日検関係の各地域闘争委員会に意見を求めたところ、全ての地域から批准または一任との意見を受け、要求との関係では不満が残るもの現到達をもっての妥結を表明しました。





【妥結の態度表明】


　各地域からの意見では、要求との関係での低額回答や、一律における年齢格差、収益に便乗した昨年比でのマイナス回答への不満。全日検の有額回答提示の遅れに対する自主性等が問われる内容が多く出されており、今後対応に課題を残しました。
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ては、新型コロナ感染症の流行のなか、リモートワークもできずに働いている従業員の一時金に対する期待や、『一時金は生活給の後払い』との認識のもと、組合要求に沿った回答の構築を前面に、両協会の業績や個人評価での格差回答には断固反対の立場で交渉を進めてきました。


　２０春闘が一定の終結を見せたばかりではありますが、引き続き全国団結のチカラで、２０夏季一時金闘争の要求前進に向けて頑張りましょう。





















































２５日（木）２０夏季一時金有額回答指定日





６月２５日（木）１４：３０～第４回　検数労連２０夏季一時金交渉


有額回答指定日につき地域闘争委員、職場組合員は注目せよ！


　　　　　　　　





企業内労使課題の中で議論を進めていくこととします。とりわけ、コロナ禍での働き方やアフターコロナ対策など従業員の不安を払拭すべく職場労使協議等の開催については、通年課題と位置付けて積極的に取り組むよう求めます。


　なお、２０春闘での賃金引き上げ分差額支給は７月分の給料にて支払われることを確認しています。























一方で、複数年に亘る時間外基礎分母の改定や徹休カットの廃止に向けた削減等では一定の評価を受けております。


　今後、産別協定課題でもある６５才定年延長および時間外基礎分母の計画的な削減については、引き続き検数労連の協議課題と位置付けて取り扱っていくこととし、２０春闘終了後、








～第１１回春闘交渉～











　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 


